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1.はじめに 

近年、中国社会の急激かつ急速な変化によりこれまで行われた多くの研究が古

くなったという感じがする。そしてこのなかでもっとも眼を見張る変化は社会の

基礎集団である家族の変化、つまり「家族の市場化」である。 

市場化とは、市場交換の原則が一般化して社会のあらゆる領域に浸透すること

を指す。市場化された社会の場合、人々は自分の行為およびその結果について損

得を計算し、あらゆる他人との相互行為について市場基準をもって測定すること

になる。 

市場化の中心内容は「交換」である。経済学でいう「市場交換」は、互いに利

益をもたらす「互酬的等価交換」である。社会学も、人々のもつ社会資源が代表

する「社会財」を経済学と同じ意味で交換することを社会相互行為の中心だと考

えている。また両者ともこれらの交換行為に「パレート最適」が適用すると主張

する。 

人類社会では、もともと共同体としての家族と外部環境としての市場が共に存

在し、それぞれ自分の役割を果たしていた。テンニェスの概念を借りれば、共同

体における人間関係原則はゲマインシャフトで、市場における交換行為の性質は

ゲゼルシャフトである。しかし、経済の発展によって社会経済共同体としての家

族は基礎集団と機能集団とに分裂した。機能集団としての企業は市場原理にした

がって活動し、基礎集団としての家族との間に労働力と賃金の交換、消費財と代

金の交換、貯金と利息の交換を行うようになった。これはすなわち市場原理の一

般化で、次第に市場が家族のような共同体のなかにも入り込み、それを市場化さ

せてしまうという現象が現れた。 

現在われわれの社会では、もともと他人関係の男女 2人は結婚によって生殖家

族をつくり、子供の出生によって子供の定位家族をつくりあげる。その後、自分

たちは年をとり、子供に介護をしてもらい、世代間責任を果たしてもらう。さら

に普段の生活のなかであらゆる家族は家事労働を行い、家族の正常な生活を維持

している。しかし、近代産業社会では、市場機能の拡大によって、これらの 4つ

の側面において市場化の波が押し寄せている。これからこの 4つの側面から中国

家族の市場化について考えてみたい。 

 

2.婚姻行為の市場化 

 婚姻行為は家族成立の基本条件である。男女 2人の結婚がなければ、生殖家族



が生まれない。よく結婚が愛情に基づくものだと期待されているが、実は、婚姻

行為の市場化は昔からあったものである。売買婚姻はいうまでもなく、普通の婚

姻も市場交換の要因を含む。たとえば、家柄によって結婚相手を決めることがあ

る。人類歴史上多くの社会において同じ社会階層に属する男女が結婚するという

傾向がある。文化人類学者のレヴィ－ストロースは「結婚とは、女性の交換であ

る」といって、婚姻行為の市場性を指摘した。 

 現代社会の婚姻行為は未開社会のものとは異なるが、市場化の程度が進んでい

る。1960年代にアメリカで経済学者のシュルツ（Ｔ. Ｗ. Schultz）、ベッカー（Ｇ. 

Ｓ. Becker）らは、人的資本理論（theory of human capital）を提出して、社会

の市場化を説明する。この理論を婚姻行為に適用することができる。すなわち人々

は各種の教育、訓練により自分自身の価値を高め、より社会評価の高い職業につ

き、さらに収入が増加すれば、高学歴、高収入を人的資本として相手に対しても

同じことを要求することができる。 

 さらに現代でも人々は、結婚のコストと結婚の効用などを考えて結婚する。結

婚のコストは交際の費用、結婚式の費用などを含む。交際している男女は、とき

には長い年月を経て、やっと結婚を決める。そして多くの親族を呼んで盛大な結

婚式を行う。これにはもちろん費用がともなう。費用（コスト）をかかればかか

るほど、この婚姻が安全であると考えられている。すなわちコストの高い結婚は

破局したとき、双方にとって損失も大きい。また多くの関係者を呼んで行われた

結婚式なので、金銭面だけではない、社会的な評価に関しても損失が大きい。 

 昔の中国人にとって婚姻は夫婦の愛情というよりも、一族のため、親のため、

子孫を残すためのものであり共同体の主原則に基づいていた。それゆえ、親は子

供のために嫁を買うという市場行為が行われた。しかし、近年中国社会では、結

婚の年代が遅くなればなるほど、結婚のコストがますます高くなっているという

調査結果がある［李銀河 2002:124；徐・叶 2002：17］。すなわち、現在中国

社会では、結婚を市場行為として考える人が増えている。ただし、これは伝統社

会の売買婚姻とまったく異なる市場性をもつ。婚姻当事者たちにとって婚姻行為

は単純な金銭関係ではなく、自身の人的資本を量って等価交換を行うことある。

実は、革命理論家のマルクスでさえも自分の娘婿を選ぶとき、相手の経済状況を

重視した。共同生活基盤をつくるためには、結婚する男女間の経済的なバランス

がいつの時代でも重要である。 

 さらに婚姻行為について次のような経済的な説明ができる。婚姻の効用は相互

理解と相互依存から成り立つといわれている。相互理解は時間を経るにしたがっ

て、相手を知悉してしまい、興奮は冷めていき、またセックスの限界効用も下が

っていく。つまり相互理解の効用は逓減していく。相互依存は、時を経て相手を



知ることにより効率性と信頼性が高まっていく。つまり相互依存の限界効用は逓

増していく。効用を考えて婚姻行為を行うのは明らかに市場化の傾向である。 

  

3.養育行為の市場化 

 家族の重要な機能は人口の再生産である。とくに中国の伝統社会においてこれ

は何よりも重要なことで、家族の法（宗法）は女性の生育機能を決め、強制的に

させるまで制度化されていた。1970年代から中国政府は人口制限をするために行

政から「一人っ子政策」を設定し、強制的に遂行した。現在、都市部では、ほぼ

100％家族は一人っ子になっているが、しかし、農村では、なかなかこの効果が表

れない。これはすなわち都市部では家族の市場化、養育行為の市場化が進んでい

ると説明することができる。 

 開発経済学は、次のように世帯規模を考えている。つまり、両親にとって子供

をもうける場合、その効用の要素が 3つほどある。まず、消費効用(consumption 

utility)、すなわち、子供を消費財として考えると、手に入れたという両親の充

足感である。第二は、所得効用(income utility)、子供が成長した後、家の仕事

を助けたり、経済上の所得をもってくるということである。第三は安全保障効用

(security utility)、自分達が年をとった後に、子女は彼らの面倒をみるという

期待である。 

 しかし、子供をもうけることは、効用だけではなく、費用の要素もある。これ

は主に 2種類ある。 1つは直接的費用、これは主に子供を扶養するための生活費

や子供のために支払う教育費などを指す。もう 1つは間接的費用、これは子供を

養育するため、両親、とくに母親が就業機会を喪失することを指す。 

 結婚して家庭を築きあげたばかりのときに子供の誕生が親にもたらす効用は大

きく、不効用は小さい。しかし子供の増加によって効用は減り、不効用は増大す

る。 

 ある家庭で何人の子供を出産するかを考えるとき、子供を新たにもうけること

の効用ならびに費用を比較して、どの効果が大きいかを考慮して決定するのであ

る。世帯規模に影響する要因を効用と費用の総合効果から考えることは市場化の

象徴である。 

現在、中国人、とくに都市の若者は、子供を産む効用と費用を計算し子供を産

むかどうかを考えている。すなわち子供を産み、育てることについてもそのコスト

を考えるようになった。人口制限の成果がでたと説明することができる。 

そして市場経済の発展によって中国の家族は、子供を出産する費用、教育する

費用、養育するために親が犠牲するものを総合的に考える家族が増えている。こ

れらの家族はＤＩＮＫＳ（double income no kids）家庭と呼ばれている。それは、



共稼ぎの若い夫婦が子供をもたず、 2人だけで楽しくすごす近代的な家族である。

1980年代に中国の 4大都市（北京、上海、天津、広州）ではすでに60万人のＤＩ

ＮＫＳ人口がある［劉 2002:5］。現在、このような家族は中国の都市部でだん

だん増えている。とくに高学歴、高収入の夫婦はこのような家族をつくる傾向が

ある。伝統的な考え方を捨てたＤＩＮＫＳたちは、未来の子供に支払うよりも現

在の自分の人生を楽しむために支出するほうがよいと考えているからである。こ

れは明らかに市場化の考え方であろう。 

  

4.介護行為の市場化 

 次は老人に対する介護行為の市場化を考えてみよう。これは養育行為の市場化

と関係している。次の世代に対して市場的な考え方をもつということは、上の世

代に対しても同じような考え方をもっていることを意味する。 

 長い歴史において、中国人は親の立場から子供との交換関係を考えていた。い

わゆる「養児防老」（老後の不幸を防ぐために子供を養育する）の思想である。

彼らは子供に対し、伝統的な倫理道徳にしたがい親孝行を重視すべきと要求する。

社会的にも親が年をとると、子供が親の面倒をみる責任があると認識している。

現代社会において親孝行と介護は密接なつながりある。しかし、中国社会におい

て昔の介護と現代の介護は異なり、いろいろな変化が起こっている。養育行為が

市場化になっているのと同様に、介護行為も市場化傾向がある。 

 現在中国社会でも老人家庭が増えている。中国語では「空巣家庭」という。す

なわち、老人だけの家庭は、幼鳥たちが巣立ちした後の空っぽの巣のような家庭

であるという意味である。1995年の時点で、中国全国の「空巣家庭」は老人のい

る家族の15％を占めている。北京、上海、天津などの大都市、また浙江省、江蘇

省などの経済発展の速い地域では、その比率はすでに30％超えている［穆光中 

2002:60－61］。 

 なぜ子供たちは親元から離れて独立するようになったか。まず、経済発展によ

って住居条件がよくなったという理由がある。核家族化になった社会では、個人

の自立意識が強くなり、親と同居しようとは思わなくなる。もう 1つの理由は、

福祉国家の出現によって社会福祉施設が充実され、家で面倒をみなくても、老人

ホームに託すことが可能になった。家族内で放棄された介護の機能に対して政府

や福祉団体は家事援助（house work services）を行うようになる。 

 子供たちは親のために資金をだして社会福祉施設を利用させる。彼らは次のよ

うに考える。親孝行はすべきであるが、自分たちは仕事が忙しく、また自分たち

の家族もある。現在、資金さえだせば、年寄りの面倒をみてくれる人を雇うこと

ができる。これも新時代の親孝行である。これはいうまでもなく明らかに市場化



の介護行為である。 

 最近、年寄りの間に「契約家族」が現れた。「契約家族」とは配偶者が死別し

た年寄同士が正式な婚姻ではなく、財産分与のない契約を結び、互いに助け合う

意味で共に住む家庭のことである。このような家族ができるのは、介護行為の市

場化と関係している。子供たちからみれば、親が老後になって再婚すると、これ

まで築いた家族の財産が分散してしまう可能性が生じるので、それを防止するた

めに親に法的な結婚ではなく法的効力の無い契約結婚を勧める。これは子供たち

の都合で市場化された介護行為である。 

 これに対して、将来の自分のために介護の準備をする動きもある。上海などの

大都市では、「時間銀行」というシステムが現れた。これは自分が若いときや健

康なときに、地域の年寄りの世話をすると、その時間が記録され自分が老人にな

った時、同等時間の介護を受ける権利があるという制度である［穆光中 

2002:159-162］。将来の自分の介護に関して自立したい人は、健康なときに地域

の年寄りの介護ボランティアに参加し、掃除、洗濯、買物、調理などの一般的家

事の援助をすると、将来自分の介護の貯金となる。介護行為の市場化は年寄りを

とりまく経済社会環境とともに進んでいる。 

 

5.家事労働の市場化 

 最後は家事労働の市場化を考えてみよう。家事労働は家族生活に必要な基本活

動で、家族成員の世話（育児・看護・介護等）を含み、報酬をともなわないのが

普通である。その理由は、生産労働に対置され、専業主婦は家事や育児・介護等

から金銭的報酬を受けとるわけではなく、家事労働の専従者として位置づけられ

ることになる。 

 しかし、近年、家事労働価値説（household labor theory of value）が提出さ

れた。これは家事労働における労働力支出を正当に評価すべきであるという理論

である。たとえば、専業主婦は夫が仕事にでたあと、炊事、洗濯、掃除、育児な

ど家事労働に従事しても、こうした労働を社会的労働に還元して一定の評価をす

べきである。世界の各国も家事労働への「不払」を問題にする動きはあって、今

日では、家事労働はもとよりインフォーマルセクター（主に女性が担っている）

の労働すべてを国民経済計算に組み入れ、これらの労働を目にみえるものにする

ことが国際的動向になりつつある。 

 中国でも近年、電気具・ガス器具、自動車、既製衣料品、加工・半加工食品な

どの普及が著しく、これによって炊事、買物、洗濯、掃除などといった家事労働

にも合理化が現れている。しかしそれより、社会的に主婦業の社会地位が高くな

り、家事労働を金銭で計るようになった。中国の婦人たちは自分を解放するため



に家政婦を雇って家事をさせることを選択する。家事労働の社会化はすなわち家

事労働の市場化である。すなわち、現在の家事労働の価値はすべて計算可能にな

っている。もちろんここでの計算可能は市場価値の意味でのものである。 

 家事労働市場化のもっとも重要な意味は家事労働における労働力支出を正当に

評価することだけではなく、婦人たちの社会地位の向上を現している。 

 

 世界中でもっとも家族を重視する民族が中国人といわれているが、家族形態が

変われば、中国人にとって重視する対象も変化し、中国社会は徹底的に変わって

いくといえる。この意味で家族の市場化は経済の市場化と同等の大きな意味合い

がある。 

 現在、中国家族の変化はほとんどの都市部で起こっている。都市部の家族は近

代化の尖兵になっている。これから数十年の間、中国全国の範囲で伝統的家父長

家族から近代的夫婦平等家族へ、大家族から核家族へ、単一家族から多様家族へ

と一連の変動が起こるだろう。したがって、家族内部では夫婦の平等、子供の人

権が実現され、社会的には平等、人権などの意識も培われるはずである。家族の

なかでこれらの意識を育てることになれば、社会も進歩する。 

 紙幅の関係上、中国社会の変動にともなう家族の市場化に限定して浅い論旨を

展開したが、これから家族について新しい社会学的な研究をする必要性が増えて

いる。中国社会は変化し、新しい社会になっている。これはよいことかどうかは

さておき、社会現実である。 
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 佐藤康行・清水浩昭・木佐木哲朗編『変貌する東アジアの家族』早稲田大学出版部 

2005 
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